
セラミックパッド ツカミ強度試験について

1.捻り強度試験

箱足を付けたセラミックパッドを
バイスで固定して試験を行います。

ペンチ等でパッドをつかみ、左右45度まで捻る工程を2往復します。
ツカミが割れなければ十分な強度があるものとします。

左に45度
捻る

右に45度
捻る

この工程をもう一度繰り返します。

0度に
戻す

※特定箱足を使用しております。
３回検査後、箱足を換えます。



2.引っ張り強度試験

写真のプッシュプルゲージで引っ張り強度を測定します。

右の写真のようにセラミックパッドを固定し
セラミックパッドのツカミを引っ張り
強度を測定します。

固定部分拡大写真


